
第 34 回静岡県
消防操法大会

指揮者　千葉真太郎（８分団）
１番員　河原﨑卓（７分団）
２番員　佐藤淳哉（６分団）
３番員　河田政善（１分団）
補助員　小栗孝徳（９分団）
控選手　小田　諒（２分団）
控選手　山本　透（３分団）
控選手　中嶋泰之（４分団）
控選手　岡村慎弥（5分団）
控選手　澤入賢二（10分団）
控選手　佐藤洋文（11分団）

　静岡市の静岡県消防学校で県消防操法大会が９月８日開催さ
れ、御前崎市消防団が 3位入賞を果たしました。県内各支部
の代表 10消防団、１１０人の消防団員が出場しました。本市
からも小笠支部の代表として、５人の団員が小型ポンプ操法の
部へ出場、機敏かつ正確な動きを披露し、練習の成果を十分に
発揮しました。選手を含めた 11人の団員は、今大会のため、
6月中旬から朝は 4時半、夜は 19時から練習を重ね、大会に
挑みました。長期間の訓練に選手が集中して励めるように各分
団が交代で準備やホース巻などを協力してきました。競技では、
小型ポンプから筒先まで 1本真っすぐ通った姿と放水までの
スピードの速さに観客席から大きな歓声があがりました。
　そして個人賞では、指揮者が最優秀者賞という見事な成績を
収めました。

1 番員
水圧に耐えながら火点へ
の放水を維持する

補助員
投入された吸管を絶妙な
タイミングで押さえ込む

２番員
吸管投入後、トビを手に
火点へ急ぐ

３番員
水圧に注意し、後方から
隊の状況に気を払う

最優秀者賞獲得

㊗三位入賞

指揮者
ホースと筒先を担ぎ 1 秒
でも早く火点へ向かう

～選手たちが駆け抜けた熱い夏～

【撮影協力】牧之原市、吉田町13 OMAEZAKI


